
（１）       愛治自治会だより （第８２号）        令和４年 ６月２４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 愛治自治会総代名簿 

 
愛愛
治治
自自
治治
会会
だだ
よよ
りり  

   
 

 

 
 

愛
治
自
治
会
長 
中
尾 

孝
敏 

                                 
 

 
 

発 行 所 

鬼北町役場 

愛治連絡所内 

愛治自治会 

 

自 治 会 長 中尾 孝敏 

副 会 長 岡田 雅彦 

会 計 松岡 長造 

顧 問 片山  洋 

運 営 委 員 山下 耕司 

〃 鶴井  守 

〃 谷口 續雄 

〃 二宮 功夫 

〃 橋本 定典 

町議会議員 松浦  司 
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〃 芝  勝典 

監 事 芝  義博 

〃 古谷 和徳 

〃 芝  美紀 

 

町 議 会 議 員 松浦  司 

町 議 会 議 員 末廣  啓 

愛 治 公 民 館 長 末廣  健 

愛 治 小 学 校 長 古谷  孝 

愛治小ＰＴＡ会長 清家 寛樹 
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母 愛 夢 会 長 渡邊 良子 

保育所保護者会長 松浦 隆浩 

保 育 所 長 市山 陽子 

連 絡 所 長 二宮  浩 
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（橋本定典） 
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松浦 善徳 芝 美都榮 

高田 正博 芝  美紀 

芝  悦子 渡邊美代子 

 

 

 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

こ
の
度
、
自
治

会
長
を
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
大
変

重
席 

重
責
で
あ
り
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、
愛
治

地
区
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
現
在
の
愛
治
地
区
で
す
が
、
少
子

化
、
人
口
減
少
、
後
期
高
齢
者
の
割
合
の
増

加
と
い
っ
た
現
象
に
歯
止
め
が
き
か
ず
、
皆

様
も
大
変
寂
し
い
思
い
を
し
て
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
愛
治
自
治
会
で
は
、

地
域
の
皆
様
が
地
元
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
３
点
の
要
望
を
町
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
１
点
目
は
、
大
宿
川
・
畔
屋

川
・
榎
川
な
ど
の
河
川
が
、
経
年
堆
積
で
災

害
の
要
因
と
な
り
流
域
住
民
の
生
活
を
脅
か

す
状
況
で
、
河
床
掘
削
事
業
の
実
施
を
例
年

お
願
い
し
て
い
る
が
、
計
画
的
に
行
う
と
い

う
回
答
ば
か
り
で
一
向
に
実
施
さ
れ
る
気
配 

が
な
い
た
め
、
今
後
の
計
画
時
期
、
場
所 

な
ど
を
適
切
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
点
目
は
国
道
４
４
⒈
号
線
、
県
道
小
倉

三
間
線
、
町
道
等
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
、

横
断
歩
道
等
の
ラ
イ
ン
が
消
え
て
い
る
個

所
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
事
故
が
起
こ
っ

て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
今
後
ど
う
対
応

さ
れ
る
の
か
。
３
点
目
と
し
て
、
清
水
保

育
所
統
廃
合
の
後
の
活
用
に
つ
い
て
、
町

の
方
で
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
愛
治

地
区
に
任
せ
ら
れ
る
の
か
、
早
い
う
ち
に

文
書
を
も
っ
て
回
答
が
ほ
し
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
回
答
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が
始

ま
っ
て
か
ら
２
年
余
り
、
各
行
事
、
催
し

物
が
中
止
、
又
は
制
限
さ
れ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
愛
治
地
区
大
運
動

会
は
今
年
度
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

愛
治
地
区
夏
祭
り
を
は
じ
め
、
敬
老
行
事
、

球
技
大
会
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
な
ど
実
施
方

法
は
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
実
施
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
良
き
伝
統
を
守
り
明
る

く
住
み
よ
い
愛
治
を
目
指
し
て
関
係
者

共
々
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

自治会運営委員 

 

各 部 落・各 組 役 員 

 

各種団体長等 

 

P1 



①健康問題へ積極的に取り組む。 

②地域で独居老人への声掛け等を行う。 

③花いっぱい運動を進め、地域緑化を図る。 

④伝承事業を後世に伝えるため、維持促進を図る。 

⑤地域環境の整備 

○将来を担う青少年の育成を地区全体で考える

と共に、子供たちの安全確保を図る。 

○夏祭り、運動会、敬老行事等、諸行事への協力、

助成を通して、地区の活性化を目指す。 

（諸行事の開催予定は３ページをご覧下さい） 

（２）        愛治自治会だより （第８２号）       令和４年 ６月２４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度 愛治自治会 事業計画  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６年度 愛治自治会の事業計画 

⑥ 裏山等、土砂崩れ災害防止への取組み 

 

④ 愛治地区内の交通道路の整備促進 

 

③ 環境問題（ゴミ・河川美化）への意識高揚 

 

② 集落排水施設への接続及び浄化槽整備の推進 

 

⑤ 愛 治 ふ る さ と 館 の 整 備 と 活 用 

 

① 若 者 の 定 住 促 進 

 

○国道４４１号の改良促進 

○町道の改良、舗装工事の促進 

○「ふるさと館整備委員会」により、愛治ふるさ

と館の民具・生活道具等の整理展示を進める。 

○就職、結婚、住宅対策等への取り組みを通し

て、若者の定住化を図り、地区の活性化を目

指す。 

７７．．自自治治会会だだよよりりのの発発行行（（年年２２回回））  
 

８８．．愛愛治治地地区区各各種種恒恒例例行行事事へへのの   

協協力力・・援援助助  

６６．．生生 活活 改改 善善 のの 推推 進進  
（（おお見見舞舞いいののおお返返しし等等のの廃廃止止））  

 

２２．．心心豊豊かかななふふるる里里づづくくりり   
 

１１．．愛愛治治地地区区のの課課題題のの改改善善  
 

 

○ごみの分別・軽減化、河川美化等に対する意

識の高揚を図る。 

⑦ 町営バスの適正な運行体制への取組み 

 

５５．．女女 性性 活活 動動 のの 推推 進進  
  

４４．．青青 少少 年年 のの健健 全全 育育 成成  

⑨ 頻発する自然災害に対する意識高揚 

⑧ 新たな公共交通についての検討 

 

⑩ Ｕターン・Ｉターン等移住促進への取組み 

⑪ 小学校存続への取組み 

⑫ 愛治公園等地域の魅力づくりへの取組み 

３３．．地地域域のの担担いい手手のの育育成成    



（３）        愛治自治会だより （第８２号）        令和 4 年 6 月 24 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 愛治自治会 予算書 
【収入の部】                                                 

項   目 本年度予算 前年度予算 増  減 備     考 

繰 越 金  ３１２，８８６ ３２４，９２０ ▲１２，０３４ ３年度繰越金 

会      費 ２２１，６００ ２２１，６００ ０ ８００円×２７１戸 

助 成 金  １４０，０００ １４０，０００ ０ 管理組合助成金、町委託料 

雑 収 入  ５１４ ４８０ ３４ 利子等 

寄  付  金 ２０，０００ ２０，０００ ０ ふれあい祭り寄付金 

計 ６９５，０００ ７０７，０００ ▲１２，０００  

 
【支出の部】                                                 

項   目 本年度予算 前年度予算 増  減 備     考 

事 務 費  ５０，０００ ５０，０００ ０ 切手、ハガキ等 

会 議 費  １０，０００ １０，０００ ０  

旅 費 ５，０００ ５０，０００ ０  

役 員 手 当  ４０，０００ ４０，０００ ０ 会長、副会長、会計庶務手当 

事 業 費  ３１５，０００ ２８０，０００ ３５，０００ 

 
自治会だより 
愛治ふれあい祭り 
ふるさと館整備費 
ＰＴＡ研究集会 
愛治公園関係 
 

 

助 成 金  １２０，０００ １２０，０００ ０ 

愛治夏祭り 

敬老行事 

健康を守る会 

 

光 熱 水 費  ６，０００ ６，０００ ０ 愛治公園分 

予 備 費  １４９，０００ １９６，０００ ▲４７，０００  

計 ６９５，０００ ７０７，０００ ▲１２，０００  

 

 

 

 

年 月 日 曜日 行事・イベント名 場  所 備  考 

４ ５ ２２ 日 愛治地区大運動会 愛治小学校 中止 

４ ８ １３ 土 夏祭りサマーin 愛治２０２２ 愛治公民館駐車場 雨天時１４日 

４ ９ ３０ 金 愛治地区敬老行事 愛治小学校屋内運動場  

４ １０ １６ 日 愛治地区球技大会 愛治小学校  

４ １０ ２３ 日 愛治地区ＰＴＡ研究集会 愛治小学校 学習発表会合同 

４ １１ ３ 火 愛治地区秋祭り 愛治地区内 文化の日 

４ １１ ６ 日 愛治ふれあい祭り 愛治小学校ｏｒ公民館  

４ １１ １８ 金 愛治地区健康を守る会講演会 愛治公民館  

※ 都合により、日程変更する場合がありますのでご了承ください。 

令和４年度 自治会関連行事予定 



（４）       愛治自治会だより （第８２号）         令和４年 ６月２４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【収入の部】  

項   目 本年度予算 前年度予算 増  減 備     考 

繰 越 金 ７，７２７，８１７ 4,741,505 2,986,312 ３年度繰越金 

木 材 代 金 ４，０００，０００ 3,100,000 900,000 木材代金 

雑 収 入 １８３ 495 ▲312 利子等 

計 １１，７２８，０００ 7,842,000 3,886,000  

【支出の部】  

項   目 本年度予算 前年度予算 増  減 備     考 

事 務 費 ７０，０００ ３０，０００ ４０，０００ 切手、ハガキ等 

会 議 費 １８０，０００ １８０，０００ ０ 総会、役員会 

財産管理費 ６，８５５，０００ ３，７６８，０００ ３，０８７，０００ 
 

役員手当 

費用弁償 

特別管理費 

林道補修費 

諸費 

償還金 

分収負担金 

林道舗装負担金 

３２０，０００ 

５０，０００ 

１８０，０００ 

５００，０００ 

１０，０００ 

４，８２０，０００ 

５５０，０００ 

４２５，０００ 

３２０，０００ 

５０，０００ 

１８０，０００ 

５００，０００ 

２５０，０００ 

９７０，０００ 

２７３，０００ 

１，２２５，０００ 

０ 

０ 

０ 

０ 

▲２４０，０００ 

３，８５０，０００ 

２７７，０００ 

▲８００，０００ 

会長、副会長、会計、理事手当 

 

敬老会、自治会、愛治小学校 

 

保険 

公有林整備資金償還金 

町へ分収金 １５％ 

林道舗装事業地元負担５％ 

基      金 ３，０００，０００ ０ ３，０００，０００   

予 備 費  １，６２３，０００ ３，８６４，０００ ▲２，２４１，０００  

計 １１，７２８，０００ ７，８４２，０００ ３，８８６，０００ 
 

 

愛治地区町有林管理組合 

―第６７回総会（書面会議）を開催－ 

令和３年度事業実績 

・木材代金収入（諸経費差引き後） 

     ６，７１４，６５４円 

令和４年度事業計画 

・町有林間伐（サクラゴ他） 

        ５ｈａ 

・作業道修繕  ５００，０００円 

・作業道ウシノネヤ線舗装工事 

 Ｌ＝２１１．３ｍ Ｗ＝３．０ｍ 

第
６ 7
回
愛
治
地
区
町
有
林
管
理

組
合
通
常
総
会
が
書
面
会
議
に
よ

り
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
・
４
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
、
規
約
の
改
正
を
提

案
し
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
書
面
議

決
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
事

業
計
画
と
し
て
、
サ
ク
ラ
ゴ
他
の
間

伐
を
行
な
う
予
定
と
し
て
お
り
、
今

年
度
に
お
い
て
も
、
木
材
価
格
の
安

定
が
予
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
金

の
積
み
立
て
、
公
有
林
整
備
資
金
を

全
額
償
還
す
る
予
算
と
い
た
し
ま

し
た
。 

平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
引
き
続
き
内
山
町
有
林

の
間
伐
事
業
を
行
う
ほ
か
、
集
落
排

水
第
二
期
工
事
（
合
併
浄
化
槽
）
の

十
九
年
度
設
置
分
二
件
に
つ
い
て
、

助
成
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
運
営
委
員
会
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
先
人
の
活
動
や
尽
力
を
考
え

る
と
、
地
区
内
に
後
継
者
は
在
住
し

て
い
な
い
が
自
治
会
費
・
組
費
等

の
支
払
い
や
組
付
き
合
い
が
あ
る

世
帯
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
と
見
な

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
提
案
が

あ
り
、
組
合
員
数
の
現
状
を
精
査
・

整
理
し
て
い
く
こ
と
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。 

昨
年
度
事
業
実
績
、
今
年
度
事
業

計
画
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。 

 

令和４年度 町有林管理組合予算書 



（５）        愛治自治会だより （第８２号）        令和４年 ６月２４日 
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会 長 中尾 孝敏 

副会長 岡田 雅彦 

会 計 芝  恵美 

監 事 末広 之則 

〃 松岡美佐子 

【収 入】 
  

項     目 前年度予算額 本年度予算額 

繰越金 361,078 560,245 

会費 221,600       0 

雑収入 322 755 

計 583,000 561,000 

   
【支 出】 

  

項     目 前年度予算額 本年度予算額 

事務費 35,000 35,000 

(1)通信運搬費 10,000 10,000 

(2)消耗品費 10,000 10,000 

(3)会議費 15,000 15,000 

事業費 120,000 170,000 

(1)体育大会費 0 0 

(2)球技大会費 70,000 70,000 

(3)レクリエーション費 50,000 100,000 

助成費 10,000 10,000 

施設整備費 5,000 5,000 

予備費 413,000 341,000 

計 583,000 561,000 

役 職 名 氏  名 

会  長 岡本  学 

副会長 前野 治郎 

副会長 宮原  星 

庶務会計 赤石  敬 

監  事 長坂 和孝 

監  事 岩井 幸象 

大 
宿 

土屋久保川 渡邊  禎 

権 太 長坂 和孝 

稲 屋 有馬 重幸 

法師庵 岡本  学 

生 

田 

上 組 山下 博樹 

中 組 清家佑樹直 

夫婦岩 岩井 幸象 

下 組 鶴井  守 

清 

水 

上 組 高村 惠治 

東 中 古用  敏 

西 中 高口 育子 

下 組 前野 治郎 

畔 

屋 

大 平 氏本  学 

重 谷 赤石  敬 

申 谷 松藤 茂文 

西
野
々 

大 畑 渡邊  諭 

中 組 松浦 宏明 

面 屋 芝  和孝 

下 組 宮原  星 

愛治地区健康を守る会 

５
月
20
日
に
、
愛
治
公
民
館
に

お
い
て
令
和
４
年
度
「
愛
治
地
区

健
康
を
守
る
会
」
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
３
年
度
の
事
業
・

決
算
報
告
及
び
４
年
度
の
事

業
・
予
算
計
画
、
規
約
の
改
正
、

役
員
改
選
案
が
提
案
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
事

の
中
で
は
、
各
部
落
の
取
り
組
み

が
３
年
度
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ

禍
で
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
次
年
度

へ
の
事
業
に
期
待
す
る
も
の
で

し
た
。
４
年
度
は
、
健
康
会
議
・

学
級
、
健
康
を
守
る
講
演
会
の
開

催
や
歩
こ
う
会
へ
の
参
加
の
他
、

愛
治
地
区
認
知
症
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
継
続
取
組
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
役
員
改
選
で

は
、
中
尾
孝
敏
さ
ん
（
生
田
）
が

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
内
山
町
有
林
の
間
伐
事
業

を
行
う
ほ
か
、
集
落
排
水
第
二
期

工
事
（
合
併
浄
化
槽
）
の
十
九
年

度
設
置
分
二
件
に
つ
い
て
、
助
成

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
運
営
委
員
会
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
先
人
の
活
動
や
尽
力
を

考
え
る
と
、
地
区
内
に
後
継
者
は

在
住
し
て
い
な
い
が
自
治
会

費
・
組
費
等
の
支
払
い
や
組
付

き
合
い
が
あ
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
と
見
な
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
提
案
が
あ
り
、
組
合

員
数
の
現
状
を
精
査
・
整
理
し

て
い
く
こ
と
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。 昨

年
度
事
業
実
績
、
今
年
度
事

業
計
画
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

 

健康を守る会役員 

 

体育振興会役員 

 

愛治地区体育振興会 

愛
治
地
区
体
育
振
興

会
総
会
が
書
面
会
議
に

よ
り
開
催
さ
れ
、
令
和
３

年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
・
４
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
を
提
案

し
、
書
面
議
決
書
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
、
地
区
大

運
動
会
は
、
今
年
度
も
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
他

の
事
業
は
ぜ
ひ
実
施
し
、

愛
治
地
区
住
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
増
進
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

有
林
の
間
伐
事
業
を

行
う
ほ
か
、
集
落
排
水
第

二
期
工
事
（
合
併
浄
化

槽
）
の
十
九
年
度
設
置
分

二
件
に
つ
い
て
、
助
成
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 

ま
た
運
営
委
員
会
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の

活
動
や
尽
力
を
考
え
る

と
、
地
区
内
に
後
継
者
は

在
住
し
て
い
な
い
が
自

治
会
費
・
組
費
等
の
支

払
い
や
組
付
き
合
い
が

あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
と
見
な
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
の
提
案

が
あ
り
、
組
合
員
数
の
現

状
を
精
査
・
整
理
し
て

い
く
こ
と
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。 

昨
年
度
事
業
実
績
、
今

年
度
事
業
計
画
の
主
な

も
の
に
つ
い
て
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。 

 



委
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長 

中
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孝
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委
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岡
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雅
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福
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末
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（6）        愛治自治会だより （第８２号）        令和４年 ６月２４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
寄
附

者
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

愛
治
地
区
を
発
展
さ
せ
る
た

め
の
活
動
費
並
び
に
地
区
の

方
々
が
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

設
備
等
の
整
備
費
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

古
谷 

忠
志 

様
（
清
水
） 

平
井 

啓
二 

様
（
畔
屋
） 

兵
頭 

一
誠 

様
（
西
野
々
） 

前
田 

英
登 

様
（
畔
屋
） 

 

愛治地区まごころ銀行ご寄附のお礼 

編 

集 

委 

員 

病
気
見
舞
い
の
お
返
し
（
内
祝
） 

廃
止
を
愛
治
地
区
全
体
で
進
め
よ
う
！ 

 愛
治
自
治
会
で
は
、
『
病
気
見
舞
い
の
お
返
し

の
廃
止
』
を
地
区
全
体
で
進
め
る
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
お
返
し
を
廃
止
し
て
、
退
院
、
回

復
の
状
況
報
告
と
お
礼
を
含
め
た
挨
拶
状
の
み

に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。 

お
返
し
を
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
方
共
通
の
お
考
え
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
で
十
分
に
気
持
ち
は
通
じ
る
と

思
い
ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ※
左
記
の
内
容
の
お
見
舞
い
袋
に
入
れ

る
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
必
要
な

方
は
、
公
民
館
ま
で
取
り
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
こ
の
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

お
返
し
の
心
づ
か
い
は
い
り
ま
せ
ん 

愛
治
自
治
会
で
は
生
活
改
善
の
一
環
と
し

て
、
お
見
舞
い
等
の
お
返
し
の
廃
止
を
地
区
全

体
で
進
め
て
い
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
お
見
舞
い
に
は
お
返

し
の
心
づ
か
い
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
配
意

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

愛
治
自
治
会
長 

 

愛
治
地
区
各
種
教
室
の
開
催
に
つ
い
て 

（
受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ
） 

  

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
一
昨
年
来
、
地
域
の
各
種

行
事
等
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
地
域
住
民
相

互
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
う
い
っ
た
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
近
の
諸

規
制
の
緩
和
に
鑑
み
、
愛
治
公
民
館
で
は
、
元
の

よ
う
に
各
種
教
室
等
の
開
講
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
、
左
記
の
講
座
開
講
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

受
講
生
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
愛
治
公
民
館
ま
で
、
希
望
の
講
座
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

  

開
講
予
定
講
座 

○ 

寄
せ
植
え
教
室 

 
 

○
絵
手
紙
教
室 

○ 

生
け
花
教
室 

 
 
 

○
将
棋
教
室 

○ 

牛
鬼
面
づ
く
り
教
室 

○
３
Ｂ
体
操
教
室 

○ 

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
教
室
○
ヨ
ガ
教
室 

 

※ 

す
べ
て
の
教
室
受
講
料
は
無
料
で
す 

 

※ 

た
だ
し
、
教
室
で
の
材
料
費
等
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 

問
い
合
わ
せ
先 

電
話 

四
六
❘
〇
〇
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